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円に外接する四角形の面積の公式 

 

四角形ABCDの内接円とAB，BC，CD，DAとの接点をそれぞれE，F，G，

Hとする。 

AE＝a，EB＝b ，CG＝c，GD＝d として，四角形ABCDの面積を考える。 

 

（解）円の中心をO，半径をrとおく。 

∠AOE= ，∠BOF＝ ，∠COG= ，∠DOH= とおくと， 
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である。 

また，  180 であるから      sinsin  

加法定理より  sincoscossinsincoscossin   

これに①を代入すると 
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両辺に
r

drcrbrar 22222222 
をかけると 

    22222222 brardcdrcrba   ･･･② 

両辺を平方して左辺に移項すると 
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rについて整理すると 
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2r についての 2次式とみて，たすきがけを考える 

   dcba          bacddcab  →     2bacddcbaab   
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   dcba           bacddcab  →     2bacddcbaab   
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   2222 22 bacddcab   

因数分解すると 
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               022  bacddcabrdcbabacddcabrdcba  

［1］ dcba  のとき 
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［2］ dcba  のとき 
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いずれにしても， 02 r ， 0r より 
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よって 四角形ABCDの面積を Sとおくと 
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         abCDABcdCDABdcabcdbadcba   ･･･④ 

  bcdacdabdabcdcba   ･･･⑤ 

円に外接する四角形の面積の公式   abCDABcdCDABS   

 

 この公式は，特に文献を見ないで作成した。どこかに掲載されているだろうか。また，公式はアルファベ

ット順にABCD，ABcd ，ab CDと現れているので，覚えやすい。 

また，今回の計算の副産物として，②より， 

 

円Oに外接する四角形ABCDについて AB・OC・OD＝CD・OA・OB 

 

という性質が発見できた。 

 

（例題） 

四角形ABCDの内接円とAB，BC，CD，DAとの接点をそれぞれE，F，G，Hとする。AE＝1，EB

＝3，CG＝4，GD＝2のとき，四角形ABCDの面積を求めよ。 

（解）公式 S＝   abCDABcdCDAB  において， 

624,431,2,4,3,1  CDABdcba の場合であるから 

S＝    510501063124464   ･･･（答） 

 

（補足）⑤の形の面積の公式は dcba ,,, についての対称式であるから， 

2,4,3,1  dcba の長さの順番を変えても面積は変わらない。（③で求められる内接円の半径も変わ

らない。） 
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（応用問題） 

4次方程式 0234  dcxbxaxx の 4つの解を  ,,, とすると，解と係数の関係から， 

ca   , である。これを踏まえて，⑤から 

四角形ABCDの内接円とAB，BC，CD，DAとの接点をそれぞれE，F，G，Hとする。4次方程式 

021493510 234  xxxx は 4つの正の解  ,,, を持つことが知られていて， ＝AE， 

 ＝EB， ＝CG， ＝GDであるとき，四角形ABCDの面積を求めよ。 

（答． 1074910  ） 

 

（2016/12/12 時岡） 


